



一九〇六（明治三九）年五月、 長編『青春』 （ 『読売新聞』









































其時合宿になつた連中と云ふは、布哇に渡航を企てゝ悪周旋家の為 、旅費をスツカリ巻上げられたので、今更国にも帰れない、何うかして布哇までの旅費を稼ぎ出さうと、毎日石垣工事か何かに傭はれて居た近国の百姓が一人、 当時の事ゆゑ一日の労銀が、僅か三十幾銭、それに労働の烈し ので う も買喰をする。旅費なぞは一文も残らない。毎日
く
ガツカリ









































　「強き恋」の新聞連載は一九〇七年一〇月七日に開始され、 この「小栗風葉論」はその直前に書かれたわけである。ここで青果は、昨年代作を多数発表したものの、 「その後は一つも無い」と断言しているが、 う書くと同時に、或
いはその直後に師に任された 「強き恋」 の翻訳に取り掛かったとも考えられ、疑問は残る。　
また、青果は、以前に自分が携わった「翻訳もの」に風

















面の一部削除による〈書き換え〉である。もう一つは会話文に日本語の方言を導入したことによる〈書き換え〉である。本論ではこ 二つの問題点に着目し、 「強き恋」と底本のテキスト 比較分析 行なう。それ って 「強き恋」の翻訳テキストとして 特質 明らか するとともに、 「強
き恋」の代作問題に新しい視点を提示することができるだろう。
二、削除による〈書き換え〉とその効果
　「マーリワ」は小さな無名の港町を主要な舞台として、田舎に妻子を残して出稼ぎに来た、町の近くにある漁場の見張りをつとめる老爺ワシリーと、町に住んでいるお転婆な女性マーリワの恋愛関係を描く。世間の道徳を全く気に掛け い二人の放縦な生活は、父を追い掛けてきたワシリーの息子ヤコフの突然の到来によって揺さぶられる。欲情をそそるマーリワ 姿に魅せられたヤコフは父へ 反抗と競争心を次第に募らせ、 いに親子の対決が不可避的となる。その結果、ワシリーは初めて自分の老い 自覚し、夫の帰郷を何年も待ち侘びる妻がいる村に帰っ いく。　こうした「マーリワ」を昇曙夢は既に一九〇五（明治







































































o fear of 
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od? A
re you not asham
ed? ... W










od, you have no sham
e! W
hat are you 















y boy ” （ 「お前のせいで俺は息子を失う」 ）
を訳したものであることが明らかであ 。また、 「腐れ女端め」は②の
“you sorceress ” （ 「魔女め」 ）に対応し、③
































ripples, reflecting dazzingly the sun; w
hilst, w
ith its 
thousand silvery lips it laughed back to sky. (...)





n; his duty w
as to w

















“it laughed back to sky ”
扌「空に向けて笑返
したものとも見れば見られる」 いう加筆などの細かい 〈書き換え〉が認められるとはいえ、海の活動を擬人化して捉える自然描写 要点は忠実に訳されていると言えよう。但し、引用の後半には猪之作（ワシリー）の「巌丈な老爺」という性格をいっそ 鮮明に浮かび上がらせるため、原作にみられない説明的な一文が挿入されているこ は見逃せない。後ほど詳しく触れることになるが、女性のマーリワを主役 した原作に対して、物語の重点を猪之作に移し変えるという訳者の意図が既にここで垣間見えている。　
以上の引用から確認できるように、 「強き恋」の訳者は
原作を大幅に書き換えて るわけでは 。同時代の翻訳の基準からみれば、或は風葉自身の他 翻訳・翻案と比べても、 「強き恋」はむしろ良心的な翻訳であると言える。その点で「翻案というよりも、むしろ翻訳により近 」という岡保生 指摘に首肯できる。しかし、最終場面の一部分を削除したところで風葉は明らかに原作に決別し、 「強き恋」の物語を新しい軌条にのせ、原作とは異な 方向へ走らせた。
― （（ ―
“Y
ou deserve to be killed!... B
ut w
ait a bit. Som
e one 
w



















































hen are you going over there to the cape? ” she 
asked him







“I shall go w
ith you. ”
“B
ravo! . . . I like that. ”
“A



















e, ” said. Jakoff.
― （3 ―
H
e glanced at M
alva defiantly.
“I? ... W
hat should I w
ant w
ith you? ” she replied, 
w
ith surprise in her voice.









に用が有るんだよ。 」とヂヤコフ（ヤコフ）を尻目にかけて笑いながらセリョジャと一緒に浜辺を立ち去る。この最終場面から明らかなように、ワシリーの敗北はヤーコフの勝利を意味しているわけではなく、 ワシリーの帰郷後、 ヤーコフが父に成り代わってマーリワの愛顧を得るわけではない。要するに、ワシリー・マーリワ・ヤコフの三角関係を描いた「マーリワ」で唯一勝者と言える はワシリーとヤコフを自由に翻弄し そして何の執着もなく彼らの愚行を嘲笑うマーリワに他ならない。　
この一場面が削除され、猪之作の出発で結ばれる「強き
恋」は、言ってみれば覇者と ての権力を競った親子対決の物語に還元され、その対決は、弱肉強食の原則に沿うかのように、年老いた猪之作の敗北 若く 強健 常松の勝利に帰結する。 「マーリワ」という作品名 も暗示されるように、ゴーリキーの原作は を中心人物と 、ワシリーとヤコフの対決を描くことを通して、自己本位で自由奔放な生活を思う存分に味わ 彼女 人物像を照らし出している。それ 対して、 「強き恋」では、そのタイトルと最終場面の削除をみると、情欲 そそる 主 公ではなく、情欲に苦しみ悶える猪之作に物語の重点を移し変えるという訳者の意図が前面 押し出されている。ワシリーがマーリワに別れてから 一場面が「強き恋」で削除され
― （（ ―












loughing so joyously that her bosom
 w
ould rise and 
fall in tem
pting throbs; she w
ould throw
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казал ведь я тебе, чёрту: идём










































idn ’t I tell you, fat stupid, to go and sleep in the 
hayloft? B
ut no! – not she. H
ere, m
ake room
 a bit, 




andte er sich zum
 T



















a, rüd ’ ein w




も対照して、 出来る丈忠実にやつて居る」 （ 「余の思想史」 『成功』一九〇八・四）と述べているが、以上掲載した同時代の英訳と独訳をみても、方言が使われていないことがわかる。 「ふさぎの虫」にみる方言の使用は二葉亭自身による独創的な実験であったわけである。　
ところで、主人公のチホンはどうして方言を使うのか、








いて来た」 （ 「批評」 『新小説』一九〇六・三）や「露西亜の闇黒面は情景共に活躍すれど惜い哉対話のべい
く
語は耳










な地域と結び付けてない。一方、 『芸苑』の羚羊子は作中の方言を「葛飾訛り」と決め付けている。しかし、徳田秋声の解説で 指摘されているように、二葉亭が作中に採り入れた方言を、ある一定の地域と結びつけることは不可能である。それは、じっさいには存在しない「変体の創 的地方語」だからである。　
ここで注目すべきは、
　「ふさぎの虫」と「強き恋」で使



















二葉亭の「ふさぎの虫」に触発された風葉は、同じくゴーリキーの作品の翻訳に取 掛かる際に、 「ふさぎの虫」に倣って「強き恋」の会話に方言を採り入 可能性は高い。　
その方言は「強き恋」の中で果たしてどのような意味を
もって使われているのか。作品を通読してみると、それは決して浮浪者の「野生」を際立たせ ための工夫のみではないことがわかる。






　「強き恋」で方言を使うのは田舎出身の猪之作とその息子の常松であり、おせんと弥太は方言ではなく、東京の言葉で話している。そして、この二人の会話からも読み取れるように、風葉は、この作品の中で重要な意味を持つ農夫上がりの浮浪者とそうでない浮浪者 対称をより鮮明に浮かび上がらせるため、田舎出身の浮浪者たちの会話文に方言を採り入れたのである。そして 「ふさぎの虫」 と異なり、
「強き恋」の舞台は日本に設定されているため、日本語の方言使用に対して読者がさほど強 違和感を感じなかっただろう。　
既に触れたように、吉田精一は「強き恋」について「硬
くて荒い文体や仙台方言の多用などから真山青果の代 であらう」と指摘している。 「硬くて荒い文体」という評語の意味について吉田精一は詳述しないが、仮 「強き恋」にそれが認められると も、それは本来原作の文体の特質を反映し、風葉自身の創作の文体と異 っ も不自然なことではない。一方、作中に使われる を吉田は「仙台
― （（ ―
























た小栗風葉はその刺激を受けた一人であり、その読書体験を踏まえて風葉は 「強き恋」 の会話文に二葉亭と同様に 「創作的地方語」を採り入れた可能性が高い。羚羊子は「ふさぎの虫」の方言について「露西亜の曠野を想像する訳に行かない」と、ロシアを舞台とした小説で日本の「地方語」が使われることに対して読者が少なからぬ違和感を感じであろうことを指摘しているが、 「ふさぎの虫」と異なり、物語の舞台を日本に再設定 た「強き恋」ではその「地方語」は作品の言語世界の有機的な一部分となって機 している。 「強き恋」が同時代に好評を博したの ためもある。注（
（） 岡保生『評伝小栗風葉』 （桜楓社、一九七一 ・六） 。
（
（） 近松秋江は風葉の「老青年」 （ 『早稲田大学』一九〇六・三）について「近来垢抜けのしたる作なり。輓近急湍をつくりて我が邦に流入したる西洋文学思想も、翻訳、翻案、換骨脱胎、着想を得る、等の階梯を経由して此処まで来れば、其の技泰西の作に必ずしも水準が保たれざるにあらず。吾れは 氏の此の作を愛す。 」 （ 「時評」 『東京日日新聞』一九〇六・三・ 一二）と述べ、風葉の創作方法を好意的に評価している。
（
3） 風葉の代表作『青春』 （ 『読売新聞』一九〇五・三・五～
 
一九〇六・一一 ・一二）は「始めから「ルージン」を粉本にした」 （小栗風葉「 『 物語」 （ 『文章世界』一九〇七・ 一） ことがよく知られるが、 風葉はその他に、 「へそ日記」 （ 『新 説』一九〇三・五）や「未成年」 （ 『新小説』一九〇四・ 一一）など、数多くの翻案を発表している。
（
（） モー パッサンの翻案としては「帰国」 （ 『新潮』一九〇六・八）や「鬼子 『太陽』一九〇六・一〇）などある。
（
（） 無署名「露国の新文豪」 （ 『慶応義塾学報』一九
 
〇一 ・ 一一） 。
（





（） 「中年増」 （ 『新著月刊』一八九七・六） 、 「旅寝の月」 （ 『花吹雪』新声社、一八九九・六） 、 恋慕ながし』 春陽堂、一九〇〇・五） 。詳しくは岡保生「 「世間師」の成立」 （ 『国文学研究』昭三九・ 一 ）参照。
（




（0） 長谷川二葉亭訳「猶太人の浮世」 （ 『太陽』一九〇五・二、 三） 。
（









場合、 『ゴーリキイ全集』第二巻（改造社、一九三一・一一）所収「マ ワ」 （袋一平訳）に沿って「マ リワ」の表記を使う。
（
























































（（） およそ一年半後、 「マーリワ」は再び中村孤月によって『暮れゆく海』 （内外出版協会、 一九〇九・二）と て訳された。
― （（ ―
中村はその直後、 『暮れゆく海』を「マルバ」に改題して、同年四月にこ 作品を『新小説』に掲載している。また、大正期に入ってからは、同じく英語からの重訳に生田春月訳『強き恋』 （新潮社、一九一五・五）がある。記すまでもないが、作品のタイトルを生田は風葉の翻訳から採っている。
（
（（） 本文中に「おせん」と「お仙」と表記が割れているが、本論で「強き恋」を論じる 際し 「おせん」の表記に統一した。但し、引用の表記は変えていない。
（
































































（7） 田山花袋『小説作法』 （博文館、一九〇九・六） 。
（




「文学上方言の使用の価値」 について」 （ 『文
芸と思想』二〇〇〇・二）の中で、二つの作品にみる方言使用の関連性を示唆している。確かに執筆時期からみると影響関係の可能性が否めな が、それだけでは判断できない。
　
本研究は科学研究費補助金（課題番号
（6H
07（7（ ）の助
成を受けたものである。
（ブルナ
　
ルカーシュ・実践女子大学助教）
